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第77回

『全国産業安全衛生大会2018 in 横浜』開催される

　平成30年10月17日（水）から
19日（金）までの３日間、「全
国産業安全衛生大会」が横浜市
で開催されました。
　本大会は、戦前の昭和7年か
ら中央労働災害防止協会の主
催で開催されている国内最大
の安全衛生のイベントで、毎
年全国各地の都市を舞台にし
て執り行われます。一昨年の
宮城県仙台市、昨年の兵庫県
神戸市に続き、今年は25年ぶ
りに我々の支部がある神奈川
県での開催となりました。
　今年は「安全・健康の決意
新たに トップの率先 現場の
改善」をテーマに、新横浜の横
浜アリーナでの総合集会の後、
横浜駅前エリア、みなとみら
い・桜木町エリア、関内エリア、
中華街エリアに点在する10会
場で約270もの講演や事例報告、
パネルディスカッション等が
盛大に行われました。全国の
事業場から約11,200名もの関係
者が横浜に集い、大会期間中
は街中の随所で大会特製の手
提げ袋を持った参加者を目に
することで、大会の熱気を大
いに感じることができました。
  この全国規模の大会におい
て、川崎北支部からは４事業
場が分科会で発表を行いまし
た。総合集会の概要も含めて、
大盛況であった分科会での発
表の模様をご報告します。
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総 合 集 会 （平成30年10月17日（水））　

　大会１日目は、横浜アリーナにおいて13時15
分から17時まで総合集会が開催されました。
　第１部では、開会式において中央労働災害防
止協会の大野副会長より開会宣言が行われ、同
協会の中西会長よりビデオメッセージによる式
辞が述べられました。続いて、来賓の宮川厚生
労働審議官による根本厚生労働大臣の祝辞の代
読があり、鈴木スポーツ庁長官、黒岩神奈川県
知事、林横浜市長の祝辞の後、神奈川労務安全
衛生協会の湯村会長が挨拶をされました。その
後、中央労働災害防止協会会長賞、顕功賞、緑

十字賞の表彰式に続いて、中央労働災害防止協
会の賀須井副会長が大会宣言を読み上げました。

　第２部では、厚生労働省労働基準局安全衛生
部長の椎葉氏より「労働安全衛生行政の動向」と
題した講演、続いて、東京大学名誉教授・学習
院大学国際社会科学部教授・経済学博士で、第
２次安倍内閣発足後の平成25年から現在まで経
済財政諮問会議議員を務めている伊藤氏より「日
本の未来－働き方改革、高齢化、技術革新」と題
した特別講演が行われました。
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　まず最初に、関内新井ホールでの安全管理
活動分科会において「我が社の安全管理活動
～事故・災害を減少させる取り組み～」と題し、
東急テクノシステム株式会社安全品質委員会
の原氏より発表いただきました。以前は事故
の報告等の遅れから根本原因や再発防止策が

１０月１８日（木）川崎北支部の会員事業場から
　　　　　　　　　　　各分科会の発表がありました。

有効でない事案が散
見された対策として、
事故が発生した場合
の報告から是正まで
の手順を何度も改定
しながら構築、また
リスクアセスメント
やヒヤリハット情報
を収集することで、
未然防止の取組みを
行いました。

　今後はリスクアセスメントのさらなる推進
と、職場風土の改善につながる社員ミーティ
ング等の施策に取り組み、事故・災害の削減
を目指していきたいと締めくくられました。
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　次に、横浜ベイシェラトンホテル＆タワー
ズでのメンタルヘルス／健康づくり分科会に
おいて「外資系企業におけるストレスチェッ
クの実施について」と題し、三菱ふそうトラッ
ク・バス株式会社人事本部HRマネージメント
サービス部の道岡氏より発表いただきました。
　2003年にドイツのダイムラー社の資本が入
り役員のほとんどが外国籍の中でのストレス
チェック実施にあたり、対象者の選定、紙や
ウェブなどの実施方法、使用言語など多くの
課題を抱えながらも創意工夫で実施されました。

　午後からは、ワークピア横浜での労働衛生
管理活動分科会において「当事業所の喫煙対
策活動報告」と題し、富士通株式会社川崎工場
健康推進本部健康支援室で保健師の高橋氏よ
り発表いただきました。
　喫煙対策は1998年のオフィス内完全分煙に
始まり、喫煙室の集約を経て2013年建屋内禁
煙となっているが、喫煙率低下が停滞状況に
あり、毎月22日の禁煙推奨デーや新たな取り
組みを展開し活動強化を実施されました。

　最後に、ホテルメルパルク横浜での中小事
業場分科会において「わが社の安全衛生活動」
と題し、日吉電装株式会社代表取締役社長の
仁上氏より、最初から完璧は求めず、できる
ことから即実行、目的・理由を明確に安全朝
礼や安全注意事項でスピード重視の活動を発
表いただきました。

　各分科会とも多くの視聴者でいっぱいとな
り、発表後には多くの質問が飛び交いとても
有意義な場となったと思われます。この貴重
な経験を機に、各事業場での更なる安全衛生
の向上を期待いたします。来年は、京都府京
都市において10月23日（水）から25日（金）ま
で３日間の開催が予定されています。
　皆様、是非ともご参加をご検討ください。


